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日
両
支
鰹
持
建
設
要
綱
に
於
け
る

産
業
分
野
の
決
定
に
つ
い
て

菊

田

太

良部

現
政
府
は
、
組
閣
官
初
白
去
る
八
月
一
日
渡
表
し
た
基
本
図

策
要
綱
に
於
い
て
、
円
満
支
三
闘
を
-
憾
と
し
、
大
東

E
E包

容
す
る
協
同
経
済
閤
白
確
立
を
明
記
し
、
一
二
岡
経
済
の
自
主
的

基
礎
強
化
を
高
調
し
た
が
、
本
朝
の
新
聞
絞
に
は
、
内
閣
情
報

部
首
局
談
と
し
て
、
某
本
図
策
の
右
白
部
分
を
一
段
と
具
般
化

し
た
日
浦
支
経
消
建
設
要
綱
骨
子
が
郡
山
表
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
を
見
る
に
、
(
一
)
図
民
経
済
再
編
成
の
完
成
(
二
)

日
満
安
経
済
の
編
成
強
化
、
(
一
二
)
東
亜
共
築
関
心
抜
大
編
成
の

一
一
一
目
樹
、
亡
の
目
様
に
到
達
す
る
た
め
の
恭
一
本
方
針
、
及
び
、

産
業
分
野
・
持
務
・
金
融
・
貿
易
・
交
通
等
白
各
部
門
別
建
設
要
綱

に
亙
っ
て
ゐ
る
。
モ
し
て
、
産
業
分
野
に
閲
す
る
項
で
は
、
モ

の
「
決
定
に
方
つ
て
は
、
日
満
支
三
図
白
立
地
保
件
と
、
そ
れ

， 、

件
、
B
D
経
済
務
展
段
階
を
考
慮
し
、
震
の
有
機
的
一
般
と
し



て
、
綜
合
的
に
と
れ
争
決
定
す
る
と
と
が
肝
要
で
あ
る
」
と

し
、
三
園
に
於
け
る
農
業
そ
の
他
の
原
始
産
業
を
維
持
振
興
す

る
意
凶
を
明
か
に
し
、
且
つ
三
闘
の
そ
れ

λ
¥に
配
設
さ
石
。
へ

き
産
業
部
門
主
定
め
、
日
本
で
は
高
度
の
精
密
工
業
・
機
械
工

業
の
劃
期
的
振
興
、
及
び
、
重
工
業
・
化
皐
工
業
・
鉱
業
を

E

の
後
民
主
、
満
洲
闘
で
は
鎖
業
・
電
気
事
業
の
剖
期
的
幾
展
、

重

r一
業
・
化
率
工
業
の
設
展
を
、
支
那
で
は
各
種
鋳
物
・
臨
等

原
料
の
増
産
、
及
び
、
立
地
保
件
を
具
へ
た
重
工
業
・
化
摩
工

業
の
護
展
を
期
し
、
軽
工
業
に
つ
い
て
は
大
陸
に
於
け
る
後
展

を
助
長
す
る
の
要
を
認
め
、
我
が
図
の
軽
工
業
、
就
中
繊
維
工

業
・
雑
工
業
を
逐
次
整
理
し
、
大
陸
に
移
動
せ
し
め
る
己
と
を

考
慮
中
と
あ
る
。

E

D
基
本
的
で
影
響
庚
汎
友
建
設
要
綱
は
、
我
々
に
多
〈
の

問
題
を
供
す
る
だ
ら
う
が
、

E

L
で
は
、
唯
ξ

産
業
特
に
工
業

の
分
布
計
査
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
行
ひ
た
い
。
蓋
し
、

三
闘
の
立
地
傑
件
と
経
済
殻
展
段
階
を
考
慮
し

右
む
計
室
は
、

て
定
む
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
に
荊
ら
宇
、
必
宇
し
も
E
れ

ら
の
事
情
に
遁
合
し
て
ゐ
る
と
は
恩
は
れ
宇
、
従
っ
て
、
若
干

a 、

日
浦
支
組
関
建
設
要
綱
に
於
け
る
産
業
分
野
町
決
定
に
つ
い
て

の
一
修
正
を
必
要
と
す
べ
〈
、
も
し
現
在
。
案
が
そ
の
ま
l
h

強
行

さ
れ
る
な
ら
ば
、
相
首
の
困
難
と
不
利
を
嘆
成
L
、
庚
義
東
亜

経
済
圏
、
特
に
・
我
が
図
及
び
我
が
国
民
に
封
し
、
甚
だ
意
J

誌
に

乏
し
〈
し
か
も
大
友
る
負
捻
犠
牲
を
課
す
る
の
み
友
ら
宇
、
経

済
活
動
に
於
け
る
有
機
性
白
高
ま
れ
る
今
日
と
し
て
は
、
計
妻

喜
一
穂
白
成
否
さ
へ
憂
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

我
々
が
か
〈
論
宇
る
の
は
、
云
ム
ま
で
も
た
〈
、
か
h

る
計

婁
の
意
義
或
は
本
計
葺
の
慣
値
を
決
し
て
否
定
す
る
た
め
で
は

友
い
。
現
在
の
位
外
情
勢
。
下
に
於
い
て
、
形
成
さ
る
べ
吉
東

亜
新
秩
序
白
内
容
を
具
緒
的
に
し
、
我
が
図
内
経
済
新
蹴
制
化

白
方
策
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
均
に
国
家
D
喫
緊
事
で
あ
る
か

ら
、
と
の
汁
置
が
樹
立
さ
れ
、
公
表
さ
れ
た
己
と
は
機
宜
己
の

上
な
き
と
と
と
喜
ん
で
ゐ
る
。
ま
た
、
図
土
計
輩
・
産
業
編
成

計
書
等
が
草
に
経
済
的
考
慮
か
ら
の
み
決
せ
ら
る
ペ
き
で
た

〈
、
道
徳
・
図
防
等
白
要
請
あ
る
揚
合
、
相
官
D
経
情
的
不
利

も
亦
忍
び
旦
つ
克
服
す
べ
き
も
り
在
る
と
と
は
、
ア
ダ
ム
・
ス

ミ
ス
以
来
教
え
ら
れ
て
ゐ
る
。
更
に
、
確
定
不
動
の
岡
是
と
な

れ
ば
、
個
々
の
快
陥
を
云
錦
せ
中
、
そ
の
貫
現
に
皐
困
惑
越
せ

第
五
十
一
巷

九
王
七

第
六
競



日
浦
支
艦
済
建
設
要
綱
に
掛
け
る
産
業
分
野
白
決
定
に
つ
い
て

ね
ば
な
ら
ぬ
事
も
魔
悟
し
て
ゐ
る
。
併
し
、
今
度
後
表
さ
れ
た

の
は
要
削
酬
の
更
に
骨
子
で
あ
っ
て
、
資
施
に
先
ふ
り
史
忙
検
討
、

改
む
べ
曹
は
改
め
て
具
酬
脱
化
さ
れ
る
運
び
と
た
っ
て
ゐ
ゃ
う

し
、
建
設
は
十
年
を
期
間
と
し
、
そ
の
問
に
は
事
情
の
推
移
に

一
幸
D
蟹

舷
じ
、
成
績
の
如
何
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れ
や
う
し
、

更
を
許
さ
ぬ
も
の
と
は
思
へ
た
い
ロ
否
、
建
設
要
綱
が
骨
子
だ

け
で
玩
に
都
民
表
さ
れ
た
こ
と
は
、
吏
に
先
山
田
買
を
期
す
る
た
め
と

も
推
測
さ
れ
る
ロ

こ
L
に
若
干
D

所
見
を
記
す
の

伺
っ
て
、

も

過
去
の
絞
験
、

先
撃
の
教
保
を
考
慮
し

現
布
む
寅
情
、

て
、
計
査
を
史
に
雌
賓
に
、
更
に
有
数
に
し
、
買
に
三
園
白
鳩

経
済
力
を
事
げ
亡
遁
進
す
る
に
相
肢
は
し
き
も
の
た
ら
し
め
た

い
と
り
念
願
か
ら
で
あ
る
。
匝
々
の
見
に
し
て
邦
家
の
大
計
に

些
か
に
で
も
役
立
ち
得
れ
ば
、
幸
甚
之
に
過
ぎ
由
。

附
漣
経
済
建
設
要
綱
中
の
産
業
特
に
工
業
の
配
置
計
聾
に
つ

い
て
は
、
先
づ
、

一
般
的
に
、
次
の
諸
離
が
間
関
に
在
る
と
思

は
れ
る
。

， 、

即
ち
、
第
一
は
、
我
が
圏
に
は
高
度
。
精
密
工
業
・
機
械
工

第
五
十
一
番

九
五
凡

四

第
六
披

業
、
大
陸
に
は
軽
工
業
就
中
織
紘
丁
一
業
・
雑
工
業
と
一
五
ム
揚

合
、
こ
の
産
業
分
類
が
立
地
事
情
を
殆
ん
ど
無
関
し
て
ゐ
る
事

で
あ
る
。
右
の
如
昔
分
類
は
生
産
様
式
或
は
生
産
物
・
原
料
の

相
還
に
基
〈
も
白
で
あ
る
が
、
と
れ
は
立
地
事
情
或
は
指
向
形

態
に
よ
る
区
別
と
必
十
し
も
一
致
せ
十
、
立
地
主
問
題
と
す
る

揚
合
に
は
、
後
者
を
基
準
と
し
て
匝
別
せ
ね
ば
な
ら
ね
c

例
へ

ぽ
、
等
し
〈
機
械
工
業
に
合
ま
れ
る
部
門
中
で
も
、
工
作
機
械

工
業
・
農
業
用
機
械
工
業
等
は
消
費
地
に
、
特
に
精
密
を
要
す

る
機
械
製
作
業
は
大
都
市
或
は
熟
練
労
働
者
の
居
住
地
に
牽
引

さ
れ
る
し
、
原
料
に
つ
き
特
殊
な
要
求
を
持
つ
機
械
工
業
は
銭

そ
の
他
原
料
の
供
給
源
か
ら
離
れ
難
い
。
ま
た
、
繊
維
工
業
は

概
し
て
原
料
・
製
品
D
蓮
迭
費
に
封
し
工
費
の
割
合
大
き
く
、

従
っ
て
、
原
料
供
給
地
・
消
費
地
と
遠
〈
隔
つ
亡
も
、
労
働
力

が
優
秀
で
低
廉
に

一
般
経
済
保
件
白
有
利
在
地
賄
に
集
中
し

得
る
と
云
ひ
得
ゃ
う
が
、
そ
れ
で
も
、
製
総
業
は
繭
産
地
と
、

製
線
工
場
は
斑
麻
栽
培
地
と
隔
離
す
る
己
と
は
、
品
川
ん
ど
不
可

能
事
で
あ
る
。
況
ん
や
雑
工
業
に
至
つ
て
は
、
原
料
・
消
費
・

弊
働
・
大
都
市
D
各
指
向
工
業
を
合
時
半
、
そ
り
立
地
に
つ
き
概



括
的
在
指
定
は
行
ひ
得
た
い
。

更
に
、
同
一
工
業
内
に
於
い
て
も
、
製
品
の
品
位
争
具
に
す

る
エ
揚
、
及
ぴ
、
段
階
を
昇
、
に
す
る
生
産
過
程
は
、
そ
れ

λ
¥

立
地
事
情
を
異
に
し
、
結
合
に
よ
る
利
益
宇
犠
牲
に
し
て
も

そ
れ
ん
¥
別
の
立
地
に
指
向
せ
ん
と
し
、

E
つ
之
を
賓
現
せ
し

む
る
を
以
て
得
策
'
と
す
る
揚
合
が
少
〈
友
い
。
具
閥
的
に
云
ふ

な
ら
ば
、
同
じ
綿
総
紡
績
業
で
も
、
高
級
品
の
製
造
は
先
進
の

工
業
地
に
、
太
付
制
紡
績
は
原
料
産
地
或
は
弊
一
働
力
の
低
廉
在
地

域
に
指
向
し
、
セ
メ
ン
ト
工
業
の
ク
リ
ン
カ

1
粉
砕
て
程
は
、

焼
成
ま
で
の
工
程
と
切
離
し
、

消
費
地
で
行
ふ
と
と
に
よ
っ

て
、
多
〈
の
叩
世
話
費
・
包
装
曲
賞
が
節
約
さ
れ
や
ろ
。

か
や
う
に
、
各
種
工
業
、
或
は
更
に
一
歩
を
進
め
ず
一
製
品
を

異
に
す
る
工
場
並
に
各
生
産
過
程
は
、
そ
れ

A
¥立
地
に
到
す

る
要
求
を
単
一
に
す
る
た
め
、
機
械
工
業
・
繊
維
工
業
・
雑
工
業

等
と
他
の
標
準
に
上
っ
て
匝
則
さ
れ
た
工
業
に
剖
し
、

に
立
地
を
指
定
す
る
と
と
は
甚
し
く
不
合
理
で
あ
る
。

手舌
的

第
二
に
、
各
種
産
業
相
互
間
に
密
接
な
関
係
が
あ
っ
て
、

般
と

L
て
同
一
地
域
に
指
向
す
る
こ
と
も
、
意
外
に
多
数
存
在

S 

1・

日
両
支
挫
持
建
設
要
綱
に
於
け
る
産
業
分
野
白
決
定
に
づ
い
て

ず
る
も
D
で
あ
る
。
詳
言
す
れ
ば

7
先
づ
、
大
工
業
地
域
に
は

主
要
工
業
忙
附
随
し
て
各
種
の
補
助
工
業
が
密
集
し
、
と
れ
ら

柿
助
工
業
は
そ
・
D
性
質
上
多
〈
0
種
類
の
も
の
に
分
れ
る
。
次

忙
、
ム
一
個
D
工
業
が
相
互
依
存
D
闘
係
に
立
ち
、
何
れ
を
王
何

れ
を
従
と
定
め
難
い
揚
合
が
あ
る
。
英
図
ラ
ン
カ
ジ
ヤ
地
方
に

於
け
る
機
械
工
業
・
紡
織
工
業
が
そ
の
例
で
、
前
者
は
後
者
を

そ
の
市
揚
と
し
、
後
者
は
前
者
の
援
助
を
以
て
、
始
め
て
世
界

的
意
義
を
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
持
働
力
に
封
す
る

要
求
を
異

ιず
る
二
個
以
上
の
工
業
が
同
一
地
域
に
指
向
す
る

場
合
が
あ
る
ロ
例
へ
ぽ
、
前
記
一
ア
ン
カ
シ
ヤ
に
於
け
る
二
工
業

の
併
立
は
、
機
械
工
業
が
担
批
な
る
男
子
第
働
者
主
、
紡
織
工

業
が
比
較
的
強
批
な
ら
ざ
る
分
チ
を
使
用
す
る
た
め
と
見
ら

れ
、
ま
た
、
我
が
製
鍋
都
市
八
幡
に
靴
下
製
造
そ
の
他
の
家
庭

工
業
が
護
達
し
て
ゐ
る
己
と
も
、
顕
著
た
事
寅
で
あ
る
。
か
〈

種
々
の
理
由
民
よ
っ
て
結
合
す
る
揚
合
に
は
、
生
産
物
・
性
質

等
を
具
に
す
る
数
種
の
工
業
を
一
括
し
て
一
立
地
車
伐
と
し
、

こ
れ
に
つ
い
て
指
向
を
問
題
と
す
る
を
要
す
る
。

以
上
、
工
業
白
地
域
的
配
置
を
問
題
と
し
、
と
れ
を
指
定
せ

第
五
十
一
巻

静
六
披

ヨ王

九
五
九



日
満
主
桂
樹
建
設
要
制
に
掛
け
あ
産
業
分
野
白
決
定
に
づ
い
て

ん
と
す
る
揚
合
に
は
、
普
通
に
慣
用
さ
れ
る
所
I

円
異
る
匝
別
を

行
目
、
或
は
数
種
の
工
業
を
一
圏
と
し
て
、
モ
れ
ん
¥
の
要
求

ず
る
立
地
保
件
を
考
慮
せ
ね
ば
友
ら
ぬ
。
勿
論
、
立
地
法
則
は

全
然
背
離
を
許
さ
四
一
銭
則
た
る

E
と
は
稀
で
、
不
利
た
立
地
に

も
一
ム
業
主
成
立
せ
し
め
得
た
い
諜
は
な
い
が
、
そ
の
場
合
に
は

徐
分
の
施
設
・
資
材
と
除
分
の
生
産
費
・
連
送
費
を
要
し
、
図

民
経
済
白
賞
質
所
得
を
減
少
せ
し
め
、
ま
た
産
業
の
針
外
競
手

力
主
溺
め
る
結
果
と
友
ら
う
。

理
論
的
に
右
の
如
〈
考
へ
得
る
外
、
我
が
図
現
在
の
経
済
溌

展
段
階
並
に
経
済
情
況
に
聞
し
て
、

内
地
に
高
度
の
精
需
工

業
-
機
械
工
業
、
犬
陸
に
織
維
工
業
・
雑
工
業
と
云
ム
配
置
が

遁
営
在
り
や
否
や
泊
大
い
に
考
慮
さ
る
べ
雪
問
題
で
あ
る
。

印
ち
、
第
一
に
‘
内
地
由
経
済
護
展
段
階
が
精
密
工
業
・
機

械
工
業
白
鷺
達
に
迫

L
.
且
つ
之
を
要
求
す
る
に
至
っ
た
ー
と
し

て
も
、
己
の
事
責
は
繊
維
工
業
・
雑
工
業
の
存
在
を
不
必
要
な

ら
し
め
る
も
り
で
は
な
い
。
詳
言
す
れ
ば
、
我
が
闘
従
来
の
工

， 、

業
組
成
に
於
い
て
繊
維
工
業
を
中
心
、
と
す
る
盤
工
業
が
不
均
循
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忙
護
達
し
た
の
は
、
精
密
工
業
・
機
械
工
業
製
品
の
供
給
を
外

闘
に
仰
ぎ
得
た
と
と
、
持
働
力
D
豊
富
で
あ
っ
た
と
と
に
基
〈

も
の
で
、
情
勢
D
時
換
し
た
今
日
、
機
械
工
業
を
も
ま
た
具
備

す
べ
し
と
ナ
る
は
児
し
か
ら
う
。
併
し
、
機
械
工
業
が
後
遺
し

た
か
ら
繊
維
工
業
が
不
要
に
な
る
と
一
以
ふ
に
至
つ
て
は
、
経
済

褒
展
段
階
D

一
商
の
み
を
見
、
世
同
然
存
在
す
る
一
一
闘
を
忘
れ
た

暴
論
で
は
あ
る
ま
い
か
。
寧
ろ
、
機
維
工
業
そ
D
他
製
品
を
需

要
す
る
産
業
が
身
近
に
あ
り
、
己
れ
と
各
種
の
閥
係
に
於
い
て

相
互
依
存
・
共
同
利
用
の
利
益
を
持
ち
、
更
に
進
ん
で
は
、
軽

て
業
忙
よ
る
資
本
の
蓄
積
、
経
済
力
の
育
成
を
基
礎
と
し
て
と

そ
、
機
械
工
業
も
始
め
て
健
全
な
褒
建
を
途
げ
得
る
り
で
あ

る
。
ヒ
D
闘
係
は
J
閣
に
も
若
干
鯛
れ
た
か
ら
反
覆
し
友
が
い
、

要
は
、
経
済
が
進
ん
だ
段
階
に
於
い
て
は
、
機
械
工
業
を
も
要

ナ
と
一
古
ム
ペ
〈
、
織
維
工
業
そ
D
他
。
軽
工
業
主
排
す
べ
き
で

は
な
い
。

第
三
に
、
精
密
工
業
・
機
械
工
業
の
み
に
専
ら
友
る
己
と
は

織
維
で
業
そ
の
他
の
軽
工
業
偏
東
よ
り
は
2
r
b
弊
害
が
大
き
い

の
で
は
な
か
ら
う
か
。
荒
し
、
先
づ
、
織
維
工
業
そ
り
他
消
費



財
生
産
部
門
は
景
気
持
控
動
の
影
響
を
受
け
る
と
と
割
合
に
少

〈
、
比
較
的
安
定
し
て
ゐ
る
に
針
し
、
機
械
工
業
そ
の
他
の
生

産
財
生
産
部
門
で
は
、
景
気
鑓
勤
白
波
荒
ら
く
、
安
定
を
期
ず

る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
の
先
般
の
世
界
恐
慌
時
に
於
け
る
英
図

北
部
重
工
業
地
帯
の
深
刻
左
打
撃
は
と
の
事
責
を
明
瞭
に
示

ず
。
鐙
動
白
波
が
荒
い
か
ら
と
て
、
産
業
進
展
む
重
要
原
動
力

た
る
精
密
工
業
機
械
工
業
の
設
展
に
努
め
友
い
己
と
は
、
勿
論

時
勢
の
進
展
に
伍
す
る
所
以
で
は
な
い
が
、
安
全
排
た
る
作
用

を
持
つ
軽
工
業
を
排
す
る
己
と
は
、
決
し
て
得
策
で
は
在
い
の

で
あ
る
。
交
に
、
機
織
工
業
申
少
h
ら
ざ
る
部
分
は
、
銭
鋼
そ

の
他
原
料
主
要
ず
る
こ
と
多
〈
、

生
産
物
白
櫨
積
、

草
H
4
E
ー丈

に
、
原
料
供
給
地
並
に
市
場
か
ら
遠
い
所
で
は
、
運
輸
機
闘
に

謝
す
る
一
安
求
従
っ
て
ま
た
所
要
運
送
費
が
大
き
い
に
劃
し
、
織

維
工
業
そ
の
他
多
〈
の
軽
工
業
は
、
原
料
・
製
品
の
重
量
・
所
要

運
送
費
少
く
、
原
料
産
地
・
市
揚
に
遠
い
地
域
で
も
、
持
働
の

質
・
童
、
経
替
能
力
、

一
般
経
済
組
織
が
優
れ
て
居
れ
ば
、
よ

〈
之
を
後
展
せ
し
め
得
る
と
一
ぶ
ふ
事
情
が
注
意
さ
れ
る
。
我
が

関
白
工
業
が
世
界
市
相
習
に
威
力
主
稜
揮
し
得
た
白
は
、
よ
〈
特

a 、

日
浦
支
魁
梼
建
設
一
生
醐
陀
於
け
る
産
業
分
野
白
決
定
に
つ
い
て

長
を
護
揮
し
得
る
軽
工
業
忙
主
力
を
注
い
だ
己
と
に
去
づ
〈
も

の
が
砂
少
で
な
か
っ
た
と
思
は
れ
る
。
か
L
る
殿
行
的
護
展
に

件
っ
た
快
陥
は
勿
論
補
ふ
べ
〈
努
力
を
要
す
る
が
、
特
長
を
こ

と
さ
ら
拾
て
る
己
と
は
、
長
き
片
脚
を
切
る
に
も
似
て
、
決
し

て
遡
詰
と
は
忠
は
れ
在
い
。

第
三
に
、
機
織
工
業
・
繊
維
工
業
は
、
優
れ
た
能
力
を
布

し
、
絞
験
に
よ
っ
て
鍛
錬
せ
ら
れ
た
高
級
豊
富
な
弊
働
力
を
備

へ
た
地
域
に
於
い
て
、
始
め
て
勃
興
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
而

し
て
、
か
L
る
高
級
盟
常
た
持
働
力
は
、
各
工
業
が
仙
人
し
い
停

統
を
持
ち
、
枇
舎
が
己
れ
に
好
適
の
環
境
た
る
揚
合
に
の
み
、

維
持
さ
れ
育
成
さ
れ
、
決
し
て
一
朝
一
夕
に
産
出
し
得
る
も
の

で
は
な
い
。
我
が
園
が
世
界
の
繊
維
工
業
忙
制
覇
し
た
こ
と
に

も
、
多
〈
の
原
因
と
共
に
、
手
末
の
買
を
納
め
た
時
代
よ
り
遺

侍
さ
れ
、
更
に
各
種
織
維
工
業
の
短
い
と
は
云
へ
ぬ
歴
史
に
負

ふ
所
が
、
決
し
て
僅
少
で
は
な
い
。
所
で
、
人
間
、
従
っ
て
ま

た
持
働
力
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
要
素
中
長
も
移
動
性
少
き
も
り

E
A

一
た
る
と
同
時
に
、

一
度
ぴ
杢
憾
と
し
て
移
動
す
れ
ば
復

一
冗
、
補
充
の
至
難
友
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
旧
対
、
近
き
過
去
に
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目
前
支
軒
楠
建
設
要
酬
に
品
聞
け
る
産
業
分
野
白
決
定
に
づ
い
て

於
い
て
人
口
・
弊
働
の
過
剰
に
悩
ん
だ
地
域
で
あ
っ
て
、
少
し

f
情
勢
D
鑓
ビ
た
現
在
で
は
そ

D
不
足
を
訴
へ
て
ゐ
る
事
例

が
、
桜
め
て
多
敢
に

k
る
。
放
に
、
工
業
配
置
の
急
建
左
大
捷

化
D
完
遂
に
は
、
人
口
・
持
働
に
闘
し
℃
少
か
ら
ぎ
る
困
難

失
突
を
要
す
ペ
〈
、
ま
た
そ
の
利
害
得
北
へ
に
就
昔
慎
京
在
根
本

的
考
慮
を
必
要
と
し
ゃ
う
。

第
四
に
、
現
在
白
情
勢
下
に
於
い
て
工
業
立
地
の
急
成
友
編

成
替
を
行
ひ
、
人
心
を
動
か
す
と
と
も
如
何
か
と
思
は
れ
る
。

戦
闘
に
於
い
て
隊
形
の
愛
更
が
常
に
一
危
機
を
意
味
し
、
生
産

カ
披
充
が
時
期
方
法
宜
し
昔
を
得
な
け
れ
ば
却
っ
て
生
産
力
主

減
退
せ
し
め
る
が
如
〈
、
工
業
京
地
の
急
激
紅
編
成
替
は
多
〈

白
混
雑
と
危
倶
を
生
じ
、
却
っ
て
現
有
能
力
を
も
低
下
せ
し
め

る
危
険
が
あ
る
。
時
抑
来
に
閲
す
る
大
局
的
友
国
土
計
輩
、
立
地

計
書
は
勿
論
必
要
で
あ
る
が
、
現
在
に
於
い
て
は
、
多
少
の
不

利
あ
り
と
す
る
も
在
来
白
産
業
は
己
れ
を
維
持
し
、
快
陥
の
痛

感
せ
ら
れ
る
部
門
の
披
充
遁
底
を
賞
現
し
、
出
来
得
る
限
b
小

a 、

量
白
犠
牲
を
以
て
一
致
果
を
暴
ぐ
ぺ
〈
、
ま
た
、
人
心
。
動
揺
を

避
け
、
梁
ん
で
業
に
蹴
み
得
る
如
〈
す
る
と
と
が
、
急
務
中
白
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急
務
友
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

要
す
る
に
、
我
が
閲
に
は
高
度
の
精
密
工
業
・
機
株
ヱ
業

大
陸
に
は
織
紘
工
業
・
雑
工
業
主
古
ム
立
地
的
再
編
成
が
、
我

が
聞
及
び
大
陸
の
立
地
保
件
、
経
済
後
展
段
階
、
党
に
現
下
の

情
勢
に
必
や
し
も
遁
隠
し
て
ゐ
る
と
は
忠
へ
た
い
。
東
亜
経
済

闘
に
謝
す
る
基
本
因
策
と
し
て
は
、
多
く
白
根
本
的
に
攻
究
さ

る
ペ
き
問
題
を
伺
摘
す
る
し
、
現
下
町
一
念
忙
臆
宇
る
針
策
L
」し

て
は
、
愛
化
を
興
へ
人
心
を
刺
戟
し
遇
制
ぜ
て
却
っ
て
遁
切
を
扶

く
か
ら
で
あ
る
。
現
存
一
に
於
い
で
は
、
基
本
国
策
は
府
乎
た
る

大
綱
に
止
め
、
直
ち
に
寅
行
さ
る
べ
き
針
策
は
更
に
有
数
遁
切

た
る
を
必
要
と
し
ゃ
う
。

四

以
上
は
、

今
般
渡
表
さ
れ
た
日
満
支
経
済
建
設
要
綱
骨
子

中
、
産
業
介
野
に
閲
す
る
部
分
に
つ
い
て
若
干
の
所
見
を
述
べ

た
に
止
ま
る
が
、
産
業
白
性
質
、
並
に
、
日
満
支
の
経
済
保
件

を
考
府
せ
中
、
車
な
る
抽
象
論
、
公
式
論
に
過
ぎ
た
い
貼
白
多

々
存
在
す
る
己
と
は
、
大
略
示
し
得
た
と
信
十
る
。
か
i
h

る
快

陥
が
産
業
分
野
に
閥
ナ
る
部
分
だ
け
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
と
し
て



も
、
根
本
的
に
再
考
を
要
す
べ
〈
、
も
し
金
躍
が
向
性
質
の
も

の
で
あ
れ
ば
、
問
題
は
更
に
多
〈
且
つ
深
〈
友
ち
う
。

現
在
の
情
勢
下
に
於
い
て
、
買
に
東
屈
に
新
秩
序
を
粛
す
が

た
め
に
は
、
経
済
部
商
に
つ
い
て
も
、
従
来
と
異
る
損
犬
さ
れ

た
視
野
か
ら
り
新
し
い
計
警
の
樹
立
主
要
ず
る
と
と
は
、
ニ
昌
を

侯
た
危
い
所
で
あ
る
ロ

併
し
、

そ
れ
は
理
論
、

経
験
に
人
口
致

し
、
賓
情
に
遁
合
し
、
更
に
時
貨
に
協
っ
た
も
白
で
友
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
も
し
然
ら
ざ
れ
ば
、
計
葺
が
現
賓
と
遊
離
し
た
訣
れ

る
抽
象
論
・
公
式
論
に
墜
し
、
貴
行
し
得
た
い
か
、
賢
行
さ
れ

る
と
し
て
も
、
放
果
少
く
し
て
犠
牲
の
み
徒
に
大
友
る
べ
き
を

憂
慮
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
文
字
通
り
情
勢
の
重
大
に

し
て
緊
迫
せ
る
現
在
は
、
人
心
を
安
定
師
服
せ
し
め
、
既
存
白

設
備
・
資
材
を
活
用
し
、
建
設
計
輩
。
樹
立
・
途
行
に
民
の
重

貼
主
義
を
採
り
¥
乙
れ
主
突
破
せ
ね
ば
在
る
ま
い
。
日
浦
支
経

済
建
要
綱
骨
子
護
去
を
見
て
、
敢
て
一
一
昌
す
る
所
以
で
あ
る
。

(
昭
和
十
五
年
十
一
月
五
日
稿
、
十
日
補
)

a 、

時

盆

優

先




